
【目標】 スタッフの負担感　：　20％以下

【事業実施期間内の実績　：　眠りSCAN導入ユニットのいちょう、ひのき、

かえでユニット職員　計12名】

離職率　：　0％

スタッフの負担感　：　16.7％

令和元年度の使用場面は、

①利用者の睡眠状況が確認できることによるスタッフの負担の軽減

①スタッフの身体的・精神的負担の軽減

アンケート結果　：眠りスキャンの有効性は感じられますか。

はい 10 どちらともいえない 2 いいえ 0

複数回答可

10 2

6 1

8 5

使用場面

目標達成度・効果

介護ロボット等導入効果報告書(令和元年度)

法 　人　 名　　　　　社会福祉法人　鈴鹿福祉会

事業所等名　　　　　特別養護老人ホーム　(介護老人

　　　　　　　　　 　　　福祉施設)　鈴鹿グリーンホーム

記入者職　　　　　　 かえでユニットリーダー

見守り支援ロボット　眠りSCAN(既存9台)

平成31年　4月　1日　～　令和2年　3月　31日

介護ロボット・機器の製品名

事業実施期間

事業実績

(実施回数、参加者数等)

以上2項目を目的として使用しました。

②眠りSCANの活用を地域に発信

・睡眠状況が見えることにより、覚醒時に訪室できること、無駄な訪室で目覚め

させてしまうことがなくなり、利用者の安眠確保とスタッフの負担軽減につながりま

した。

利用者の体調の変化へ

の気づき

スタッフのモチベーション

アップ
リクルート効果

他施設に対するモデル

事業としての効果

スタッフの精神的負担軽

減
スタッフの身体的負担軽

減



10

※どちらともいえないと回答したスタッフは夜勤未経験

③今後の課題

取材や見学、介護フェアでの案内等ホームページへ掲載し、介護現場のイメー

ジアップや地域への発信ができました。

・Wi-Fi環境が整ったことにより、施設全体で使用できるようになったが、Wi-Fi接

続の設定がまだできていないため対応する必要がある。

・モニターがパソコン１台とタブレット１台しかないため、使用するユニット分のモニ

ターが必要である。

利用者の生活リズムの

把握

②地域への発信による介護ロボットを活用した介護現場のイメージアップ効果


